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略歴	

1981年 日本大学松戸歯学部卒業 	

        日本大学 歯内療法学教室入局 	

1984年 原宿デンタルオフィス勤務 	

1986年 小濱歯科医院開業 	

2006年 日本大学客員教授	

2013年　医療法人社団翔悠会　小濱歯科医院	

 	

	


　	
comment	


＊受講料	

 	
  	
  	
  歯科医師　一般5,000円（当日6,000円）	

   歯科技工士又は歯科衛生士　一般3,000円（当日4,000円）	
  
	

　　  広島SJCDに同時入会していただくと参加無料となり、	
  
　　　当日9時30分からの例会(特別講演+昼食含む）にも参加頂けます。	

      詳細はHPをご参照下さい。（h=p://www.hiroshima-­‐sjcd.com/）	
  
	
  
＊申し込み	

　広島SJCDのHP	
  （h"p://www.hiroshima-­‐sjcd.com/）	

　例会コースお申し込みよりお名前、メールアドレス等ご登録ください。	


　お問い合わせはメール(info@hiroshima-­‐sjcd.com	
  )のみとなります。	

  下記口座に5月27日（月）までに受講料をお振込み下さい。	

　なお、お申し込み後の返金は致しかねますのでご了承下さい。	

＊受講料振込み先	
  :楽天銀行	

＊口座 名義：齋藤　誠	


＊支店名／支店番号：ソナタ支店／215	

＊預金科目／口座番号：普通預金／1991443	

※振込み手数料はご負担下さい。振込み控えをもって領収書に代えさせていただきます。	


 

インプラント治療における�
CAD／CAM応⽤用の優位性�

 

⼩小濱 忠⼀一 先⽣生 講演会 �

　インプラント治療にCAD／CAMが応用されて１０数年が経過した。当初の補綴処置への対応
から、その後のさまざまな基礎的な研究や臨床データの蓄積によって、現在では二次外科時
を除く診断~一次外科～補綴に至るトータルソルーションとしての応用が可能である。確かに、
その応用は、強度と生体親和性に優れていることが認識されていたマテリアルの応用を可能
とし、各ステップの簡素化と簡便性、確実性、作業環境の改善などの利点を有することにより、

患者の要望する審美性と機能性などの回復に極めて有効な手法であるといえる。さらに、近
年では、従来の石膏模型やワックスアップ（レジンアップ）をスキャンする方法から症例は限定
されるが、印象採得から補綴物製作までのすべてのステップを口腔内スキャナーと光造形模
型を取り入れることでデジタル化することも可能である。	

とは言え、これら最新テクニックを応用したからといって、決して満足いく結果が得られるとは
限らないことも事実である。本講演では、インプラント治療にCAD／CAMシステムをより効果的
に臨床応用するための考慮事項について解説したい。	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
日　時：2016年	
  6月 5日（日）13:00～16:00（受付12:30～）	


場　所： 岡山国際交流センター８F	



